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第1章　 緒 言

「ア ンチ ヴ イル ス」ニ關 スル實驗 的研 究,臨 牀的觀 察 ハ枚擧 ニ遑 ナ キモ,之 ガ免疫學 的方面 ノ

研 究 ニ至 リテハ蓼 々 タル憾 ナ キ能 ハズ.只 僅 ニLehndorff u. Brumlik, Brumlik, Epstein,

 Ebert u. Saschinaノ 研 究 アル ニ過 ギズ.而 モLehndorff u. Brumlik, Epsteinノ 如 キハ既 ニ

前編 ニ於 テ記述 セル如 ク其 ノ抗 原性 テ認 ムル ト雖 モ,單 ニPfeiffer氏 腹腔 内檢 査 ニ基 ク ニ過 ギ

ズ.又R. Krausハ 凝集 素,沈 降素産 生 ア リ トナスモ其 ノ門下生Brumlikノ 論文 中 ニ記述 セル

ニ止 リ,之 ガ具 體的發表 ニ至 リテハ獨 リEbert u. Saschinaア ル ニ過 ギズ. 今彼等 ノ實 驗 ノ跡

,ヲ尋 ヌ ルニ葡 萄状球 菌「ア ンチ ヴ ィルス」ニ關 スル研 究 ニ シテ凝集 素，補體 結合 物質 ノ産生 ヲ證

セ シニ反 シ沈降素 産 生 ヲ見 ズ トナセ リ.余 ハ大腸 菌「ア ンチ ヴ イル ス」ニ就 キ檢 シ凝集素,沈 降

素竝 ニ補體 結合物 質 ノ存 在 ヲ具體 的 ニ證 シ得 タル ラ以 テ今茲 ニ報 告 セ ン ト欲 ス.
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188 西 山 逸 平

第2章  實驗材料及ビ賓驗方法

第1節　 免 疫

實驗動物 トシテハ家兎ヲ用ヒ,凝 集反應ニ對スル免疫ハ大腸歯「アンチヴイルス」竝ニ對照 トシテ「ブイオ

ン」,大腸菌浮游液(「ア ンチヴイルス」ト同株大腸菌 ノ24時 間寒天培養2白 金耳ヲ生理的食鹽水1 .0ccノ 割

合ニ浮游セルモノヲ56℃1時 間加熱 シ0.5%ニ 石炭酸 ヲ加 フ)ノ 各々2cc宛1囘 耳静脉内注射 ヲ施シ,爾 後

3日 目毎10囘 ニ亙 リ耳静脉ヨリ採血 シ檢セリ.

沈降反應竝ニ補體結合反應ニ對 シテモ同様家兎 ヲ用 フ.大 腸菌「ア ンチヴイルス」ノ外ニ對照 トシテ「ブイ

オン」,大 腸菌 ヲ選べ リ.免 疫ニ當 リ何 レモ4日 ノ間隔ヲモチ,大 腸菌「アンチヴイルス」竝ニ「ブイオン」ニ

於テハ各々其 ノ3, 5, 8, 10cc宛.大 腸菌浮游液(「ア ンチヴイルス」ト同株大腸菌 ノ18時 間寒天培養ノ生理

的食鹽水浮游液 ヲ60℃ ニテ殺菌ス)ハ2, 3, 5, 5㏄ 宛漸次増量 シツツ反覆注射 シ最後 ノ注射ヨリ6日 目ニ

耳静脉 ヨリ採血 シ沈降素産生 ノ状況 ヲ檢 シ,尚 ホ産生 ヲ見ザ レバ更ニ「アンチヴイルス」竝 ニ「ブイオン」ハ

10㏄ 宛,大 腸菌浮游液ハ5㏄ 宛注射ヲ3囘 反覆 シ,前 同様 ノ法ニヨリ採血 シ沈降反應ヲ檢 シ其 ノ産生アル

ヲ確メ家兎頸動脉 ノ放血ニヨリ全採血ヲ行ヒ氷室 ニ保存 シ常ニ清澄ナルモノヲ使用セ リ.尚 ホ血清ハ總テ

56℃30分 加温非動性 トナセ リ.

第2節  凝 集 反 應

凝集原 トシテ使用セ シ大腸菌ハ免疫原ニ使用 ノモノト同株ナリ.コ レヲ24時 間寒天培養 シ生理的食鹽水

1ccニ 對シ2白 金耳 ノ割合ニ浮游セシメ05%ニ 石炭酸 ヲ加 へ氷室ニ保存ス.此 凝集原ハ豫 メ2000ccヲ 用

意 シ研究ノ經過中終始同一菌液 ヲ使用セリ.

凝集反應ハ可檢血清 ヲ生理的食鹽水ニテ20倍 トナシ,之 ヲ遞次倍數法ニテ稀釋シ各々1ccノ 食鹽水稀釋

血清液 ヲ得.次 デ大腸菌浮游液1cc宛 ヲ注加シ37℃ ノ孵卵器 ニ3時 間置キ後約18時 間室温ニ放置 シ檢ス.

對照 トンテハ血清 ノ代 リニ生理的食鹽水1㏄ ニ菌液1ccヲ 加 ヘタルモノヲ使用セ リ.此 際反應張陽性ナル

.モノ即チ基液透明ニ シテ管底ニ菌沈降 ノ著明ナルモノヲ(〓),反 應陽性ナルモノ即チ基液稍々透明ナラザ

ルモ管底 ニ菌沈降 ノ明カナルモノヲ(〓)ヲ 以テ表ス.尚 ホ弱陽性ナルモ ノハ基液溷濁ハ對照 ノ夫 レト同程

度ナ レドモ管底 ニ菌沈降 ヲ認 メ得ルモノヲ(+)ト ナシ,何等變化ナキモノヲ(-)ヲ 以テ記 セリ.而 シテ余

ハ全實驗ヲ通 ジテ便宜上(〓)ト(+)ト ノ境界ヲ以テ血清 ノ凝集價 ト定 メタリ.

第3節  沈 降 反 應

「ア ンチヴイルス」沈降原.余 ノ製セル大腸菌「ア ンチヴイルス」ハ蛋白含量甚ダ僅少ナ レバ沈降原 トシテ

使用スルニ當 リ稀硝酸檢査ニヨリテ蛋自含量ヲ檢 シ血清ニ比 シ1/1000ニ 相當セル程度迄濃縮 シ使用セリ.

「ブイオン」沈降原.「 ブイオ ン」ハ其 ノ蛋白含量ハ血清 ニ比 シ常ニ1/1000ヲ 示セリ.

大腸菌性沈降 原. Kolle氏 罎 ノ24時 間寒天培養 ニ20㏄ ノ蒸餾水 ヲ投 ジ菌浮游液 ヲ製シ, 60℃1時 間加温

殺菌 シ次デ37℃ ニ48時 間放置後, Reiche1型 迅速濾過管ヲ以テ濾過 シ微ニ帯黄色透明ノ濾液ヲ得.此 液ハ

常ニ蛋白含量僅少ナ レバ血清ニ比 シ1/1000ニ 相當セル程度 ニ濃縮 シ,之 ニ食鹽0.85%ノ 比ニ加 フ.上 記 ノ

沈降原ハ何 レモ氷室ニ保存 シ使用ス.
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沈降反應.沈 降原ヲ生理的食鹽水 ヲ以テ漸次稀釋 シ,之 ヲ免疫血清 ニ層重 シ環輪ヲ現シ最高稀釋度 ヲ沈

降債 ト定ムルUhlenhuth氏 法竝ニ冤疫血清ヲ10倍 海〓血清生理的食鹽水溶液或ハ1%「 アラビアゴム」溶

液 ヲ以テ漸次稀釋 シ.之 ニ沈降原ヲ生理的食鹽水ヲ以テ遞次稀釋セルモノヲ層重スル緒方氏免疫體稀釋法

トヲ併 セ行フ.之 等 ノ結果ハ15分, 30分, 1時 間, 2時 間 ノ4囘 ニ亙 り觀察シ, 2時 間後ノ成績 ヲ以テ決定セ

リ.緒方氏法ニ於テハ沈降原 ノ或稀釋度 ニ於テ最モ強ク反應 スルヲ見 ル,之 ヲ結合帯 卜稱 シ其 ノ結合帯ニ於

ケル免疫血清ノ最高稀釋度 ヲ沈降價 トス.

第4節　 補 體 結 合 反 應

溶血系 トシテハ5%山 羊血球浮游液 ト山羊血球 ニ對スル家兔溶血血清ヲ0.5%ノ 比ニ石炭酸 ヲ加 ヘタル

モノノ溶血價 ノ2倍 量ヲ使用ス.補 體ハ試驗ノ都度海〓血清 ヲ採取シ補體價 ヲ測定シ,常 ニ其ノ2倍 量ヲ使

用ス.

試驗ニハ先 ヅ沈降素,補 體及ビ沈降原ヲ加 へ1時 間37℃ 孵卵器 ニ置キ更ニ血球浮游液 ト溶血素ヲ追加 シ

充分混和 ノ後再 ビ37℃ ニ2時 間放置 シ爾後氷室 ニ静置シ翌朝其ノ成績 ヲ判定セ リ.各 試驗 ニ於テ1列 ノ對

照ヲ準備 シ抗原又ハ抗血清自己ガ補體ヲ結合スルコトナキヤ,溶 血系 ハ能 ク溶血作用ヲ發現スルヤ,又 補體

或ハ食鹽水 ノミニテ溶血作用ヲ起スコトナキヤヲ檢セルハ勿論ナ リ.

試驗方法ハ免疫體竝ニ沈降原ヲ稀釋スル方法ヲ取 レリ.

第3章  實 驗 及 ビ 其 ノ 成 績

第1節  大 腸 菌「ア ンチ ヴ イル ス」竝 ニ 對 照 「ブ イ オ ン」及 ビ大 腸

菌 免 疫 家 兎 血清 ノ大 腸 菌 抗 原 ニ 對 スル 凝 集 素 産 生 状 況

余ハ大腸菌「アンチヴイルス」竝ニ對照 トシテ 「ブイオン」及ビ大腸菌浮游液 ノ3種 免疫原ヲ各々3頭 宛3

群 ノ家兎 ニ注射シ,其 ノ後1箇 月10囘 ニ亙 リ血液ヲ採取 シ得 タル3種 免疫血清 ニ就キ「ア ンチヴイルス」及

ビ大腸菌免疫原 卜同株大腸菌凝集原ニ對スル凝集價 ヲ測定 セリ.今 其 ノ實驗結果ヲ第1-9表 ニ示ス.

第1項　 所 見 比 較

第1群 家兎(1, 2, 3)ハ 大腸菌「アンチヴイルス」2㏄ 宛1囘 限 リ耳静脉 内注射 ヲ施セ リ.

第1號 家兎ニ於テハ大腸菌「ア ンチヴイルス」注射後大腸菌凝集原ニ對スル其ノ價ハ第9日 目ニ最高即テ

0.001ニ 達 シ第12日 迄 コノ價 ヲ持續シ爾後漸次遞下シ第27日 目ニハ至 ク正常價0.0125ニ 達スルモ第30日

目ニテ稍 々昇 リ0.01ヲ 示ス(第1表).

第2號 家兎. 1號 同様第9日 目ニ最高即チ其 ノ凝集價0.001ニ 達 シ第12日 迄其ノ價ヲ持續 シ以後次第 ニ

遞下 シ第30日 目0.0125ニ 降 ル(第2表).

第3號 家兎ニ於テハ第9日 目ニ共 ノ凝集價0.0005ニ 達 シ第12日 迄其ノ價ヲ持續 シ漸次遞下 シ第30口 目

ニ0.0125ニ 降 ル(第3表).

第2群 家兎(4, 6, 7)ハ 對照Iニ シテ 「ブイオン」2cc 1囘 限 り耳静脉内注射ヲ施セシモノナ リ.
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第4號 家兎 ニ於 テハ「ブ イオ ン」注射後

大腸菌凝 集原 ニ對 スル凝 集價ハ 「ア ンチ

ヴイルス」 ノ際同様 最高ハ第9日 目ニ シ

テ0.0025ニ 達 セルモ第12日 目ニハ既 ニ

0.005ニ 降 リ 以後次第 ニ遞 下 シ 第30日

目ニ至 リ全 ク注 射前 ト同價 トナル(第4

表).

第6號 家 兎ハ「ブイ オ ン」注射後第6日

目ニ於 テ其 ノ凝集 價稍 々急激 ニ高 マ リ第

9日 目ニ至 リテ0.00125ニ 達 シ其 ノ後第

12日 迄 其 ノ價 ヲ持 續 シ 以 後 次 第 ニ遞

下 シ第30日 目ニ至 リ0.01ニ 降 ル(第5

表).

第7號 家兎ハ第9-12日 ノ間ハ其 ノ凝

集價 ハ最高即 チ0.002ヲ 示 シ 爾來遞 下 シ

第24日 目ニハ0.01ニ 達 スルモ 第30日

目ニ再 ビ昇 リ0.005ニ 達 ス(第6表).

第3群 家兎(9, 12, 15)ハ 對 照IIニ シ

テ大腸菌浮游液2cc 1囘 限 リ耳 靜脉 内注

射 ヲ施セ リ.

第9號 家兎ハ大腸 菌浮游 液注射後大腸

菌凝 集原 ニ對 スル凝 集價 ハ急激 ニ上昇 ヲ

見,第6日 目ニ最 高即 チ0.00025ニ 達 シ

以後漸 次遞 下 スルモ第30日 目ニ於テ尚

ホ0.002ヲ 示 ス(第7表).

第12號 家 兎モ同様第6日 目ニ最高ニ

達 シ其 ノ凝集價ハ0.00025ヲ 示 スモ爾後

次第 ニ遞 下 ヲ來 シ第30日 目ニ於 テ0.002

ニ及 ブ(第8表).

第15號 家兎 モ第6日 目ニ於 テ共 ノ凝

集價 ハ0.0002ヲ 示 シ 以後次第 ニ下降 シ

第24日 目 ニ於 テ 一度0.00125ニ 降 ルモ

第30日 目ニ稍 々昇 リテ0.001ト ナ ル(第

9表).
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第2項　 所 見 總 括

余 ハ上述 ノ如ク3群 ノ家兎 ニ對 シ各々大腸菌「アンチヴイルス」,「ブイオ ン」竝 ニ大腸菌浮游

液 ヲ注射 シ,使 用免疫原 ト同株大腸菌 ニ對 スル凝集素産生ノ状況 ヲ觀察 セ リ.今 本實驗各群3

頭宛ノ凝集素價ノ平均價 テ求 メ第1圖 ヲ得 タリ.之 ヨリシテ次 ノ如 キコトテ認 メ得ベ シ.

第1圖　 大腸菌「ア ンチヴイルス」竝 ニ對照「ブイオ ン」及 ビ大腸菌

兎疫家兎ニ於 ケル大腸菌凝集價 ノ推移(3頭 分平均)

1.大 腸菌「ア ンチヴイルス」兎疫家兎ニ於テ明 カニ大腸菌 ニ對 スル凝集素産 生アルヲ認 メ得

タ リ.然 レドモ對照大腸菌兎疫 ノ場合ニ比 スレバ其 ノ凝集價遙 ニ低ク且稍 々後 レテ最高價ニ達

シ,而 モ3日 間其ノ價 テ持續 シ約1箇 月 ニシテ其 ノ正常價 ニ接近セ リ.

2.「 ブイオ ン」免疫家兎ニ於 テモ大腸菌 ニ對 スル凝集素産生 アルテ見ルモ大腸菌 「アンチヴ

イル ス」例 ニ比 スレバ更 ニ遙 ニ低ク其 ノ最 高價 ト雖モ大腸菌免疫例 ノ第30日 目ノ價 ニ及バズ.

然 レドモ其 ノ最高價 ハ「アンチヴイルス」同様第9日 ナルモ以後次第 ニ下降 シ約1箇 月 ニシテ其

ノ正常價 ニ接近 セリ.

3.大 腸菌兎疫家兎ハ對照 トシテ檢 セシモノニ シテ其 ノ凝集素産生ハ前2者 ヲ凌 グべ キハ勿

論 ニシテ尚ホ兩者 ト異 リ第6日 ニシテ既 ニ其 ノ最高 ニ達 シ漸次下降 テ見 ルモ1箇 月後 ニ於 テ尚

ホ 消失 セズ.

第2節  大腸 菌「ア ンチ ヴイル ス」竝 ニ對照「ブ イオ ン」及 ビ大

腸 菌 免 疫 家 兎血 清 ノ之 等3種 抗 原 ニ 對 スル 沈 降 反 應

余ハ凝集反應同様3群 ノ家兎ニ對 シ各々大腸菌 「アンチヴイルス」,「ブイオン」及ビ大腸菌免疫ヲ施 シ,

其 ノ免疫血清ニ就キ各々大腸菌 「アンチヴイルス」,「ブイオ ン」及ビ大腸菌 ノ3種 抗原ニ對スル沈降反應ヲ
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Uhlenhuth氏 法竝 ニ緒方氏免疫體稀釋法ニヨリテ檢 シ次表ノ如キ成績 ヲ得タリ,但 シ各抗原稀釋ニハ倍數

稀釋法 ヲ取 レリ.

第10表  大腸菌「アンチヴイルス」兎液家兎血清 ノ各種抗 原ニ對 スル沈降反應

第11表  「ブイオ ン」兎疫家兎血漸ノ各種抗原 ニ對 スル沈降反應
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第12表  大腸菌兎疫家兎血清ノ各種抗原ニ對スル沈降反應
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第1項　 所 見 比 較

第1群 家兎(42, 43, 44)ハ 第2章 第1節 記載 ノ免疫法 ニ ヨル大腸菌「ア ンチ ヴイル ス」免 疫家 兎 ニシテ蛋

白含量血清 ノ1/1000ニ 相 當セ ル大腸菌「ア ンチ ヴイル ス」,「ブイ オ ン」竝 ニ大腸菌 ノ3種 抗 原 ニ對ス ル沈降

素産 生 ノ状況 ヲ觀察 セ リ(第10表).

第42號 家 兎 ハ大腸菌「ア ンチヴイ ルス」抗原 ニ對 シ沈降 價1:50,結 合 帯1:16ヲ 示 シ,大 腸菌 性抗 原ニ對

シ1:25,結 合 帯1:16ヲ 示 ス.更 ニ「ブ イオ ン」ニ對 シテハ沈降價1:10,結 合帯1:2ヲ 示 セ リ.

第43號 家 兎ハ前同 様 「ア ンチ ヴイル ス」抗 原 ニ對 シ沈降價1:50,結 合帯1:16,大 腸 菌性 抗原 ニ對 シ其 ノ

價1:25,結 合 帯1:16,「 ブ イオ ン」ニ對 シ1:10.結 合 帯1:1ヲ 示 セ リ.

第44號 家 兎 ニ於 テハ「ア ンチヴイ ルス」抗 原ニ對 シ其 ノ價1:50,結 合 帯1:16,大 腸 菌 ニ對 シ1:10,結 合

帶1:16,「 ブ イ ナ ン」ニ對 シ1:10,結 合 帯1:2ヲ 示 セ リ.

第2群 家兎(48, 49, 50)ハ 對 照Iト シテ行 ヒシモ ノニシテ大腸菌「ア ンチ ヴルス」同 様 ノ注射採 血法 ヲ取

リ且3種 抗 原ニ就 キ沈降反 應 ヲ檢セ リ(第11表).

第48號 家 兎 ハ 「ブイ オ ン」抗 原 ニ對 シ沈降價1:25,結 合帯1:2,大 腸 菌 「ア ンチ ヴイルス」ニ對 シ1:10,

結 合 帶1:2,大 腸 菌 ニ對 シテハ1:10,結 合帶1:4ヲ 示 セ リ.

第49號 家 兎ハ「ブ イオ ン」ニ對 シ1:25,結 合 帶1:2,大 腸 菌「ア ンチヴイル ス」ニ對 シ1:10,結 合 帯1:4.

大 腸 菌 ニ對 シ1:10,結 合帶1:2ヲ 示 セ リ.

第50號 家 兎ハ「ブイ オ ン」ニ對 シ1:25,結 合帯1:4,大 腸 菌「ア ンチヴイルス」ニ對 シ1:25,結 合 帯1:2,

大 腸 菌 ニ對 シ1:10,結 合 帶1:2ヲ 示 セ リ.

第3群 家兎(53, 55, 57)ハ 對 照IIト シテ行 ヒシ實驗 ニシテ第2章 第1節 ノ法 ニヨ リ大腸菌 ヲ以テ 免疫

セ シモ ノナ リ(第12表).

第53號 家 兎 ハ大腸菌性抗 原 ニ對 シ沈降 價1:50,結 合 帯1:16,大 腸 菌「アンチ ヴイル ス」ニ對 シ1:25,結

合 得1:4,「 ブ イ オ ン」ニ對 シ1:10,結 合帶1:1ヲ 示 セ リ.

第55號 家 兎ハ大腸菌 ニ對 シ1:50,結 合 帶1:16,大 腸 菌「ア ンチヴイルス」ニ對 シテ1:25,結 合 帶1:4,

「ブ イオ ン」ニ對 シ1:10,結 合帶1:2ヲ 示 ス.

第57號 家 兎 ニ於テ モ大 腸菌 ニ對 シテハ1:50,結 合 帶1:32,大 腸 菌「ア ンチヴイル ス」ニ對 シ1:25,結 合

帶1:8,「 ブ イオ ン」ニ對 シ1:10,結 合 帶1:1ナ リトス.

第2項  所 見 總 括

大腸菌「アンチヴイルス」,對 照「ブイオ ン」竝 ニ大腸菌免疫家 兎血清 ノ之等3種 抗原ニ對 スル

沈降反應 ハ既 ニ第10-12表 ニ於 テ明 カナルモ,尚 ホ其 ノ3頭 平均沈降價ノ比較 ニ便 ナラシメン

ガ爲 メニ更 ニ第2圖 テ作ル.之 ニ依 レパ各種兎疫血清 ノ各抗 原ニ對 スル平均沈降價 ヲー目ニシ

テ知 ルテ得ベ シ.
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第2圖　 各種 兎疫家 兎血清 ノ各種 抗原 ニ對 スル沈 降價(3頭 分平均)

I大 腸菌「アンチヴイルス」抗原,　 II.「 ブイオン」抗原,　 III大 腸菌性抗原

1.大 腸菌 「ア ンチ ヴ イル ス」ト雖 モ之 ガ頻 囘注射 ニ ヨ リ沈降素産 生 テ來 タス モノ ナル コ トヲ

明 カ ニ シ得 タ リ.即 チ此 沈降反應 ヨ リシテ モ亦大腸菌 「ア ンチヴ イル ス」中ニ抗 原性 ノ存 在 ヲ認

識 シ得 べク,其 ノ各抗 原 ニ對 スル沈降 價 ハ大腸菌 「ア ンチ ヴ イル ス」1:50,「 ブイオ ン」1:10,

大腸菌1:20ナ リ.

2.「 ブイオ ン」例(對 照I)モ 亦 「ア ンチヴイ ル ス」同様 頻囘注射 ニヨ リ僅 ニ沈降 素産 生 ヲ來

タ スモ ノノ如 シ.即 チ大腸 菌「ア ンチ ヴ イル ス」ニ對 シ1:15
,「 ブイオ ン」ニ對 シ1:25,大 腸菌

ニ對 シ1:10テ 示 セ リ.

3.大 腸 菌例(對 照II)ハ 勿 論沈降 素産生 ア リテ可 ナル べク其 ノ沈 降價 ハ大 腸菌 「ア ンチ ヴ

イル ス」ニ對 シ1:25,「 ブイオ ン」1: 10,大 腸菌 ニ對 シ1:50テ 示 セ リ.

第3節  大腸 菌 「ア ンチ ヴ イル ス」,對 照 「ブイオ ン」

竝 ニ 大 腸 菌 免 疫 家 兎 血 清 ノ之 等3種 抗 原 ニ

對 ス ル補 體 結合 反 應

余ハ沈降反應ニ使用セ シ家兎血清ノ總テニ就キ各々補體結合反應ヲ檢ゼ リ.大 腸菌「アンチヴイルス」竝

ニ大腸菌抗原ニ對シテハ其ノ沈降反應檢査時結合帯ノ高キウ知 レルヲ以テ抗原1
:1ノ1列 ヲ省略シ1:2ノ

列 ヨリ行ヒシモ,「ブイオン」抗原ニ對シテ其ノ低キヲ以テ1:1ノ 列 ヨリ行 ヘ リ.其 ノ結果ヲ第13-15表 ニ

示セ リ.

第1項　 所 見 比 較

第1群 家兎(42, 43, 44)ハ 沈降 反應第1群 ニ相當 即 チ大腸菌「ア ンチ ヴイル ス」免疫家兎 ナ リ(第13表)

第42號 家兎血 清 ノ補體結合價 ハ大腸 菌 「ア ンチ ヴイ ルス」抗 原 ニ對 シ1:50,結 合 帶1:8 ,「 ブイ オ ン」ニ

對 シ1:10,結 合帶1: 2,大 腸 菌 ニ對 シ1:10,結 合 帶1:16ヲ 示 セ リ.
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第13表  大腸菌「アンチヴイルス」兎疫家兎血清ノ各種抗原ニ對スル補體結合反應

第14表  「ブイオ ン」免液家兎血清 ノ各種抗 原ニ對 スル補體結含反應
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第15表  大腸菌発疫家兎血清ノ各種抗原ニ對スル補體結合反應

第43號 家兎血清 ノ補體結 合便 ハ大腸 菌 「ア ンチヴイ ルス」ニ對 シ1:50,結 合帶1:8,「 ブ イオ ン」ニ對 シ

1:10,結 合 帶1:2,大 腸 菌 ニ對 シ1:25,結 合 帶1:8ヲ 示 ス.

第44號 家 兎血清 ノ補體結合便 ハ大腸菌 「ア ンチ ヴイル ス」ニ對 シ1:50,結 合帶1:16,「 ブイ オ ン」ニ對 シ

1:10,結 合 帶1:1,大 腸 菌 ニ對 シ1:25,結 合 帶1:8ヲ 示 セ リ.

第2群 家兎(48, 49, 50)ハ 沈 降 反應 ノ第2群 即 チ「ブ イオ ン」免疫 血清 ナ リ(第14表).

第48號 家 兎ハ補體結合價 ハ「ブイオ ン」抗原 ニ對 シ1:25,結 合帶1:4,大 腸 菌 「ア ンチウイル ス」ニ對 シ

1:25,結 合 帶1:4,大 腸 菌 ニ對 シ1:10,結 合 帶1:4ヲ 示 ス.

第49號 家 兎 ニ於 テハ其 ノ補開結合價稍 々前 者 ヨ リ高 ク「ブ イオ ン」ニ對 シ1:50,結 合 帶1:2,大 腸 菌「ア

ンチ ヴイルス」ニ對 シ1:25,結 合 帶1:2,大 腸 菌 ニ對 シ1:10,結 合帶1:2ヲ 示 ス.

第50號 家 兎 ニ於 ケル補體 結合 價 ハ「ブ イオ ン」ニ對 シ1:25,結 合帶1:4,大 腸 菌 「ア ンチヴイルス」ニ對

シ1:25,結 合 帶1:4,大 腸 菌 ニ對 シ1:10,結 合帶1:4ヲ 示 セ リ.
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第3群 家 兎(53, 55, 57)ハ 沈 降反應 第3群 即 チ大腸菌免疫 血清 ナ リ(第15表).

第53號 家 兎ハ其 ノ補 體結 合便 大腸 菌抗 原ニ對 シ1:100,結 合 帶1:16 ,大 腸 菌 「ア ンチヴイル ス」ニ對 シ

1:50,結 合 帶1:8,「 ブ イ オ ン」ニ對 シ1:25,結 合 帶1:2ヲ 示 ス.

第55號 家 兎 ニ於テ ハ補體 結合價大腸 菌 ニ對 シ1:100,結 合 帶1:16,大 腸 菌 「ア ンチヴイルス」 ニ對 シ

1:50,結 合 帶1:8,「 ブ イオ ン」ニ對 シ1:25
,結 合帶1:4ヲ 示 ス.

第57號 家 兎 ニ於 ケル補 體結合便 ハ大腸菌 抗 原ニ對 シ1:100,結 合 帶1:64,大 腸 菌 「ア ンチヴイ ルス」ニ

對 ン1:100,結 合 第1:8,「 ブ イ オ ン」ニ對 シ1:50,結 合 帶1:1ヲ 示 セ リ.

第2項  所 見 總 括

沈 降反應 ニ於 テ強 セ シ家 兎 ノ總 テニ就 キ補體結 合反應 ヲ檢 セ シ結 果 ハ第13-15表 ニ明 カナ

ル モ,今 之等3頭 宛 ノ補體 結合價 ヲ平均 シ一覧 ニ便 ナ ラ シメ ンガ爲 メ第3圖 ヲ作 ル
.之 ヨ リ次

ノ如 キ コ トヲ認 ムル ヲ得 ン.

第3圖  各 種免疫 家 兎血清 ノ各種抗 原 ニ對 スル補 體結合價(3頭 分平均)

I 大腸菌「アンチヴイルス」抗原.　 II「 ブイオン」抗原,　 III大 腸菌性抗原

1.大 腸菌「ア ンチヴイルス」免疫血清 ニ於 テモ補體結合反應陽性 テ示 セリ.其 ノ補體結合價

ハ沈降價ニ等 シク大腸菌 「アンチヴイルス」抗原ニ對 シ其 ノ價最大 ヲ示 シ1:50,「 ブイオ ン」抗

原 ニ對 シ最少 ニシテ1:10テ 示 ス.大 腸菌性抗原 ニ對 シテハ其 ノ價 上記 ノ中間ニ位 シ1:20ヲ

示 セリ.
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2.「 ブイオ ン」免疫 血清 ハ他種 免疫 家兎 ニ比 ス レバ其 ノ補體結 合價遙 ニ少 ナ リト雖 モ略 ボ其

ノ沈降 價 トー致 シ「ブイオ ン」抗 原 ニ對 シ最 大 ニ シテ1:33ヲ 示 シ,大 腸菌 「ア ンチヴ イル ス」抗

原 ハ其 ノ次 ニ位 シ1:25,大 腸 菌性抗 原 ニ對 シテハ最 少 ニ シテ1:10ナ ル ヲ見 ル.

3.大 腸菌免疫血 清 ハ其 ノ補 體 結合價 何 レモ其 ノ沈 降價 ニ比 シ稍 々大 ニ シテ.大 腸菌性 抗原

ニ對 シ其 ノ價 最大 ナルベ キハ勿論 ニ シテ1:100テ 示 シ,大 腸菌「ア ンチヴ イル ス」抗 原 ハ次 位 即

チ1:66,「 ブイオ ン」抗 原 ハ最 少 ニ シテ1:33ヲ 呈 セ リ.

第4章  總 括 及 ビ 考 案

今 上述諸 實驗成績 ヲ總 括 セ ン トスル ニ當 リ之等 諸實驗 ハ「ア ンチ ヴ イル ス」中免疫 原 ノ存 否 ヲ

確 定 スべキ テ目的 トセ シコ トテ附 言 ス.扨 テ余 ハ行 ヒシ凝集反應 ニ於 テハ大腸菌 「ア ンチ ヴ イ

ル ス」竝 ニ對照 トシテ 「ブイオ ン」,大 腸菌 浮游液 ノ各 々2cc宛1囘 家 兎耳 静脉 内注射 ニヨル凝

集 素産 生 ノ經 過 ヲ只大 腸菌凝集原 ニ就 キテ ノ ミ檢 セ シモ ノナル ラ以 テ,大 腸菌 「ア ンチヴ イル

ス」 ノ被 凝性 ガ特種性 テ有 スル ヤ否 ヤ ノ點 ニ關 シ直 チニ論 ジ得 ザル ハ言 ヲ俟 タズ.然 レ ドモ大

腸菌「ア ンチヴ イル ス」免疫原 ガ大 腸菌 ニ對 スル凝集 素産 生 ハ其 ノ大腸菌 兎疫原 ニ對 スル大腸菌

凝集 素産 生 ニ及バ ズ ト雖 モ而 モ尚 ホ 「ブイオ ン」ノ ソ レニ優 リテ産 生 セラ レシ事 實 ハBesredka

氏 ノ「ア ンチ ヴ イル ス」中 ニ免疫 原移 行 ナ シ ト云 フ説 ニ對 シ注 目ニ價 スルモ ノ ト信 ズ.尚 ホ大 腸

菌 ト直接關係 ヲ有 セザル「ブ イオ ン」免疫 ニ依 リテモ一程 度 ノ凝 集 素産 生 アル テ認 メシモ,之 ハ

「ブイオ ン」含有 中 ノ蛋 白體 刺戟 ニ基 ク個體 ノ抵 抗 増進 ノ部 分的現象 卜見做 スヲ得 べ シ.今 考 フ

ル ニ大腸 菌「ア ンチ ヴ イル ス」ハ大 腸 菌ノ 「ブイオ ン」培養 テ濾 過 セル液 ナ レバ,大 腸菌 「ア ンチ

ヴ イル ス」ノ凝集價 ヨ リ「ブイオ ン」ノ凝 集價 ヲ差引 セル價 ハ 「ア ンチヴ イル ス」ニ特 有 ノ免疫 原

ニ基 クモ ノ ト解 スべ シ.然 レドモ余 ノ使 用 セル「ア ンチヴ イル ス」ハ既述 ノ如 ク「ブイオ ン」ニ於

テ大腸菌 テ反覆 長時 日培養 セ シモ ノナ レバ,必 ズヤ 「ブイオ ン」ノ分解 アルベク,從 ツテ「ブ イ

オ ン」含有 ノ蛋 白體 ハ相當 量變化 セル モノナルべ シ.從 ツテ 「ア ンチヴ イルス」特 有 ノ免疫 體 ハ

之 ニ ヨル凝 集價 ト對照 タル「ブ イオ ン」ニヨル凝集 價 トノ差違 ヨ リハ ヨ リ多 ク大 腸菌培養 ノ爲 メ

ニ招 來 セラルル「ブイオ ン」タル基 液 ノ新陳 代謝産物 ニ員 フ處大 ナル ベ シ.

飜 テEbert u. Saschinaノ 研究 テ見ル ニ既 ニ緒言 ニ於 テ略述 セシ如 ク葡 萄状球 菌 「ア ンチ ヴ

イル ス」 ニ關 スル實 驗 ニシテ,彼 等 ハ2頭 ノ家 兎 ニ對 シ其 ノ1cc宛2日 ノ間隔 テ以 テ2同 静脉

内注射 ヲ施 セ シニ4日 目1/400, 6日 目1/1000, 12日 目1/2000ニ シテ,其 ノ對 照 卜ジテ同様1/2,

 1白 金耳 ノ菌浮 游液 注射 ノ場 合其 ノ同時 日ノ凝 集價 ハ1/400, 1/800, 1/1000ニ シテ「ア ンチヴ イ

ル ス」含有 ノ免疫 原 ハ決 シテ「ワクチ ン」ヨ リ少 ナ カ ラズ ト云 ヘ リ.余 ノ場 合 ニ於 テ ハ使用「ア ン

チヴ イル ス」ハ大 腸菌 「ア ンチ ヴ イル ス」ナ レバ彼 等 ノ成 績 ト比較 シ得 ザル モ,試 ニ彼等 ト同時

日ノ凝 集債擧 テ學 グ レバ大 腸菌 「ア ンチヴ イル ス」例 ハ1/93, 1/467, 1/1333,「 ブイオ ン」例 ハ

1/87, 1/267, 1/500,大 腸菌例1/167, 1/4333, 1/2000ニ シテEbert u. Saschinaノ 如 ク 「ワク
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チ ン」ニ優 ル成績 ハ得 ザルモ相當量 ノ凝集素産 生テ見,而 モ「ブイオ ン」ヨ リ遙 ニ大 ナルテ知 レ

リ.

沈 降反應 ニ就 キテハ既 ニ實 驗方法 ニ於 テ述 べ シ處 ナルモ,更 ニー言 セバ大 腸菌 「ア ンチ ヴイ

ル ス」,「ブイオ ン」,大 腸菌 ノ3種 免疫 原 テ各 々反 覆注射 ニヨ リ得 タル3種 ノ免疫 血清 ニ就 キ緒

方 氏免疫 體稀 釋法 ニ依 リ,且3種 抗 原 ニ就 キ交 又性 ニ檢 セ リ.其 ノ結 果 ヲ見ル ニ大 腸 菌 「ア ン

チ ヴ イル ス」 発疫家 兎 ニ於 テハ大腸 菌「ア ンチ ヴ イル ス」抗原 ニ對 スル沈 降價最 モ大 ナ リ.然 レ

ドモ同時 ニ「ブイオ ン」竝 ニ大 腸菌性抗 原 ニ對 スル沈 降素産生 アル テ見 ル.殊 ニ其 ノ大 腸菌性抗

原 ニ對 スル沈 降 價 ハ 「ブイオ ン」ノ夫 レヨ リ稍 々大 ナ リ.即 チ大腸菌 「ア ンチヴ イル ス」ハ「ブ イ

オ ン」ヨ リ寧 口大 腸菌 ニ員 フ トコロ大 ナル ヲ知 リ得 ベ シ.次 ニ 「ブ イオ ン」兎 疫家兎 ヲ見 ル ニ此

場 合モ前 同様「ブ イオ ン」抗 原 ニ對 スル沈降 價最 モ大 ナ リ トス.然 レドモ「ア ンチヴ イル ス」免疫

家 兎 ノ「ア ンチヴ イル ス」抗 原 ニ對 スル夫 レニ比 ス レバ遙 ニ小 ナ リ.更 ニ「ブ イオ ン」免疫 血清 ニ

於 テモ又 大腸菌 「ア ンヂヴ イル ス」竝 ニ大 腸菌姓抗 原 ニ對 シ沈降 素産生 ア リ,更 ニ前 者 ハ其 ノ便

後 者ニ優 ル,此 事實 ハ「ブイオ ン」ノ大腸菌 ヨリ大 腸 菌「ア ンチヴ イル ス」ニ近 キ コ トテ示 スモノ

ナ ラ ン.即 チ之等 免疫原 ノ製法 上ヨ リ見 ルモ,大 腸菌 ハ僅 ニ「ブ イオ ン」同様 ノ「ベ ブ トン」,肉

汁 ヲ含有 セル寒 天 ニ培養 セルニ過 ギザル ニ反 シ,「 ア ンチヴ イル ス」ハ其 ノ最 初 ノ基液 テ同 ジク

セル モノナ レバ,誰 シモ此 事實 ハ當 然 ナ リ ト考 フル ヲ得 ン.更 ニ大 腸菌 免疫 家 兎 ニ於 テハ勿論

大 腸菌性 抗 原 ニ對 スル ノ沈 降 價最大 ナルモ亦大腸菌 「ア ンチヴ イル ス」竝 ニ 「ブ イオ ン」ニ對 ス

ル沈降 素産 生 ア リ,殊 ニ前 者 ノ方大 ナ リトス.即 チ大 腸菌免疫 原 モ「ブイオ ン」ヨ リ遙 ニ大 腸菌

「ア ンチヴ イル ス」ニ近 キモ ノナル コ トテ示 スナ リ.以 ヒノ事實 ハ大 腸 菌「ア ンチヴ ィル ス」免疫

體 ノ大腸 菌竝 ニ「ブ イオ ン」ニ基 クモノ ヨ リ以 上大腸 菌 ニ近 キ コ トラ如實 ニ物 語ル モノナ ラン.

今 之等 各種 免疫 血清 ノ大腸 菌性抗 原 ニ對 スル沈降 價ノ ミニ就 キ比較 セバ,勿 論大 腸菌免疫 血清

ノ沈 降 價最 大 ナル ヲ知 リ得 ベ シ.然 レ ドモ 「ア ンチヴ イル ス」免疫 血 清 モ其 ノ次位 ニ ア リテ「ブ

イオ ン」 ニ優ルテ見 ン.而 シテ此沈降素産生状況ハ凝集反應 ノ夫 レト全 ク相一致セ リ,即 チ此

事 ハ又白玖氏 ノ稱 フル ガ如 キ抗體一原説 テ首肯 セシムルモノナラン.

既 ニR. Krausハ 「アンチヴ イルス」ハ沈降素ノ産生 テ來タス ト稱 スルモ其 ノ詳細 ノ記載 テ峡

キ, Ebert u. Sasehina ハ全ク沈降素産生テ見ズ トナス.然 レドモ彼 等ハ兎疫法竝 ニ沈降反應

檢査法 ヲ明記 セズ.察 スルニ凝集反應檢査 ト共 ニ沈降反應 テ檢 セシモノナラン.然 リトセバ余

ノ實驗 ニ於 テ見ルガ如 ク免疫原 ノ反覆注射 ニヨリ且抗 原 テ濃縮 シ而 モ倍數稀釋法 テ取 リ始 メテ

其 ノ微量出現 ヲ認 メ得 ルガ如 キ沈降素 ハ彼等 ノ如 ク僅2囘 ノミノ注射 ニヨリテ行 ハ レシ實驗ニ

於 テハ其 ノ産生ラ認 メ得ザ リシモ亦考へ得ベ キ事ナ リ.余 ハ又緒方氏稀釋法 ニヨリテ其 ノ沈降

便 ヲ明確 ニ定 メ得タ リ,

補體結合反應 ハ沈降價測定血清ノ總テニ就 キ檢 セシモノニ シテ大腸菌「アンチヴイルス」免疫

血清 ニ於 テハ其 ノ補體結合價ハ其 ノ沈降 價ニ等 シク,大 腸菌「アンチヴイルス」抗原 ニ對 シ最大
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ヲ示 シ,大 腸菌之 ニ次 ギ,「 ブ イオ ン」最 少 ナ リ トス.「 ブイオ ン」免疫 血清 ニ於 テハ「ブ イオ ン」

竝 ニ大 腸菌「ア ンヂ ヴ イルス」ニ對 スル補體 結合價 ハ沈降 價 ヨ リ稍 々大 ナ リシモ勿 論「ブ イオ ン」

抗 原 ニ對 スル補體結 合價最大 ナ リキ.更 ニ大 腸菌 免疫 血清 ニ於 テハ其 ノ補體結 合便 ハ何 レモ某

ノ沈降 價 ヨリ遙 ニ大 ナル ヲ見 ルモ,單 ニ其 ノ價 ノ増加 ニノ ミ止 リ,其 ノ各抗 原 ニ對 スル補 體結

合 便 ノ比 ニ變化 テ見 ズ. Ebert u. Saschinaモ 補 體結合反 應 テ檢 シ陽性 ナ リ ト述 ブル モ其 ノ成

績 ノ記 載ナク レバ比較 スル コ トラ得 ズ.

既 ニ余 ハ大 腸菌 「ア ンチ ヴ イル ス」中 ニBesredka氏 ノ否 定 セ シ抗 原性 ノ存在 ヲ報 告 セ シ處 ナ

ル ガ,今 之等諸 實驗 ニ ヨ リ其 ノ根 據 テ更 ニ確固 タ ラ ジムル事 ヲ得 タ リ.而 シテ其 ノ抗 原性 バー

部 ハ「ブイオ ン」竝 ニ大腸菌 ニ基 因 スル モノナ ラ ンモ,又 他 ノー 部 ハ大腸 菌「ア ンチ ヴ イル ス」中

二含 有 サル ル菌 新陳 代謝産物 ニ基 クモ ノナル べク,即 チ大腸菌 「ア ンチヴ イル ス」免疫 反應 ニ於

テ特種 性 ラ現 スハ後 者 ニ基 因 スル モ ノ ト解 スペキモ ノナ リ.

第5章  結 論

1.大 腸菌「ア ンチ ヴィル ス」,「 ブイオ ン」及 ビ大腸菌 浮游液 ノ各2cc 1囘 注射後 大腸菌 ニ對

スル凝 集素産 生 ノ状況 テ觀 察 スル ニ,大 腸菌「ア ンチヴ イルス」ハ其 ノ凝 集價 大腸菌免疫 ニ及バ

ズ ト雖 モ尚 ホ遙 ニ「ブ イオ ン」ノ夫 レニ優 レリ.

II.頻 囘注射 兎疫 家兎血 清 ニ於 テ其 ノ沈降反應 テ交叉性 ニ檢 セシニ

1.大 腸菌「ア ンチヴ イル ス」免疫 血清 ハ「ア ンチヴ イル ス」抗 原 ニ對 シ最 モ強 ク反 應 スルハ勿

論 ナル モ亦「ブ イオ ン」竝 ニ大 腸菌性抗 原 ニ對 シ副反 應 テ呈 ス.其 ノ比5:1:2テ 示 ス.

2.「 ブイオ ン」免疫 血清 ニ於 テモ大腸 菌「アンチヴ イル ス」,「 ブ イオ ン」,大 腸 菌性抗 原 ノ何

レニ對 シテモ相反 應 セル テ見 ル.即 チ其 ノ比1.5:2.5:1ナ リ.

3.大 菌腸免疫 血清 モ同様 ニ シテ其 ノ3種 抗 原 ニ對 スル沈降價 ノ比 ハ2.5:1:5ナ リ. 即 チ

之等 ノ コ トヨ リ大 腸菌「ア ンチヴ イル ス」ハ沈 降素 ノ産 生 ラ來 タスコ ト竝 ニ其 ノ特殊性 テ有 スル

コ トヲ認 メ得 タ リ.

III.沈 降反 應檢査 血清 ニ就 キ更 ニ補體 結合反應 テ檢 セ シニ

1.大 腸菌 「ア ンチヴ イル ス」兎疫 血清 ニ於 テハ其 ノ沈 降反應 ト同 ジク大腸 菌「ア ンチヴ イル

ス」抗 原 ニ對 スル主 反應 ノ外,「 ブ イオ ン」竝 ニ大 腸菌性抗 原 ニ對 シ副反 應 テ呈 ス.其 ノ補體 結 合

價 ノ比 ハ5:1:2ナ リ.

2.「 ブ イオ ン」兎疫 血清 ニ於 ケル3種 抗 原 ニ對 スル補體 結合 價 ハ其 ノ沈 降價 ヨ リ梢 々大 ニ シ

テ其 ノ比2.5:3.3:1ヲ 示 ス.

3.大 腸菌兎疫 血清 ニ於 テハ3種 抗 原 ニ對 スル補體 結合價 ハ何 レモ其 ノ沈降 價 ヨ リ遙 ニ大 ニ

シテ其 ノ比6.6:3.3:10ヲ 示 セ リ.即 チ補 體結 合 ハ大 腸菌「ア ンチヴ イル ス」免疫血 清 ニ於 テ

ハ其 ノ沈降 價 ニ等 シキニ反 シ,大 腸菌免疫 血清 ニ於 テハ其 ノ沈 降價 ヨ リ大 ナル テ見ル モ,某 ノ
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主副反 應 ノ比 ハ沈 降反應 ノ際 ト相似 タル モ ノナ リ.

IV.以 上 ノ事 實 ヨ リシテ大 腸菌 「ア ンチヴ イル ス」ニ抗 原性 存在 スル モノ ト認 ムル ヲ得 べク,

又其 ノ抗 原性 ハ多少其 ノ基液 「ブ イオ ン」ニ歸 スルベ キハ否 ミ難 キ モ寧 ロ「ア ンチヴ イル ス」中 ニ

含 有 サル ル菌新 陳 代謝産物 ガ其 ノ主役 テ演 ジ,其 ノ免 疫反應 ニ於 テ「ア ンチ ヴ イル ス」卜シテ ノ

特 種性 テ現 ハ スモ ノ ト解 スべ キモノナ ラ ン.

擱筆スルニ當 リ終始御懇篤ナル御指導 ト御校閲 ノ勞 ヲ賜ハ リシ恩師津田教授 ニ満腔 ノ謝 意ヲ表 シ,且

本實驗 ニ便宜ヲ與ヘラレシ衛生學教室諸君竝 ニ種々有盆 ナル助言 ヲ與べラレシ當教室遠藤學士ニ深謝ス.

　(5.9.8.受 稿)
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Uber das Studium des Koliantivirus. (IV. Mitteilung.) 

Uber die Immunitatsreaktion. (II.)

Von

Dr. Itsuhei Nishiyama.

Aus der chirurgischen Abteilung der Universitat Okayama
(Vorstand: Prof. Dr, Seiji Tsuda).

Eingegangen am 8. September 1930.

I. Der Agglutinationstitre, welcher beim Kaninchen durch je einmalige Injektion 

von 2ccm Antivirus, Bouillon and der Emulsion der Kolibazillen auftritt, ist verschieden 

and die Wertigkeit des Antivirus erreicht nicht die der Kolibazillen, aber ist viel. starker 

die der Bouillon uberlegen.
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II. Durch mehrmalige Injektionen des Antivirus, der Bouillon und der Emulsion 

der Kolibazillen wird der Bindungstitre der Prazipitation nach der Ogataschen Verdun
nungsmethode beim Kaninchen untersucht.

1. Das Immunserum des Koliantivirus verbindet sich am starksten mit dem Anti

-virusantigen, und in weniger starkerem Grade mit den Bouillon & Kolibazillenantigenen 
im Mengenverhaltnis 5:1:2.

2. Das Bouillonimmunserum verbindet sich mit den Antigenen von Koliantivirus, 

Bouillon & Kolibazillen im Mengenverhaltnis 1.5:2.5:1.
3. Koliimmunserum verbindet sich gleichfalls mit diesen 3 Antigenen and zwar im 

Mengenverhaltnis, Koliantivirus: Bouillon: Kolibazillen 2.5:1:5.

Daraus kann man im Koliantivirus auf das Vorhandensein der Prazipizin and ibre 
Spezifitat schliessen.

III. Die Komplementbindung wurde auch nach der Ogataschen Verdunnungs

- methode wie beim Prazipitationsversuch untersucht and dasselbe Serum angewandt, bei 
dem die Prazipizin nachgewiesen wurde.

1. Das Koliantivirusimmunserum verbindet sich mit dem Koliantivirus, Bouillon
- und Kolibazillenantigen im Mengenverhaltnis 5:1:2.

2. Das Bouillonimmunserum verbindet sich in folgendem Verhaltnis, Koliantivirus: 

Bouillon: Kolibazillen 2.5:3.3:1.
Die Wertigkeit der Komplementbindung ist etwas grosser als die der Prazipitation. 
3. Das Kolibazillenimmunserum zeigt eine hohre Wertigkeit als bei der Prazipitation 

im Mengenverhaltnis 6.6:3.3:10.

Wahrend der Komplementbindungstitre des Koliantivirusimmunserums der Wertig

- keit der Prazipitation. gleich ist, erscheint der Komplementbindungstitre des Kolibazillen 
immunserums viel grosser als die Wertigkeit der Prazipitation, aber in der fast gleichen

- Verhaltniszahl 6.6: 3.3: 10.

IV. Aus den oben erwahnten Ergebnissen kann man auf das Vorhandensein der 
antigenen Eigenschaft des Koliantivirus schliessen und zwar ruhrt ihre Eigenschaft zum 

Teil von der Bouillon, aber grosstenteils von dem Stoffwechselprodukte der Bakterien in 
Bouillon her. Darin konnte man seine Hauptwirkung sowohl als Antigen, als auch als 

Antiseptikum (in der klinischen Anwendung) finden. (Autoreferat.)
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